
Title 
「JS Pre-A1 ①・②・③」の表の作成経緯と使用の際の留意点 : 小学校

英語 CAN-DO リスト 

Author(s) 
藤原, 真知子 

相羽, 千洲子 

Citation 聖学院大学総合研究所 Newsletter, Vol.24-No.1, 2014.9 : 2-10 

URL 
http://serve.seigakuin-univ.ac.jp/reps/modules/xoonips/detail.php?item_i

d=5162 

Rights  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖学院学術情報発信システム ： SERVE 

SEigakuin Repository and academic archiVE



2

［研究ノート］

はじめに

　最近、NHKの語学講座や市販の語学教材などで、
CEFRに対応したレベル分けを示しているものが増え
てきた。CEFRとは、Common European Framework 
of Reference for Languages（ヨーロッパ共通参照
枠）の略であり、欧州評議会が複言語主義の理念
の下、外国語の総合的熟達度を言語使用と言語能
力について細かく記述し、尺度としてまとめたも
のである。CEFRの尺度は、「基礎的段階の言語使
用者」 ２ レベル（A 1  ・A 2 ）、「自立した言語使
用者」 ２ レベル（B 1 ・B 2 ）、「熟達した言語使用
者」 ２ レベル（C 1 ・ C 2 ）という ６ 段階に分かれ
ている（吉島他、2002）。ところが最も基礎的な
A 1 レベルでさえ、日本の小学校英語では熟達度
が高すぎることから、A 1 に到達する前段階の
Pre-A 1 レベルの設定が求められてきた。
　筆者らは、科学研究費研究課題「外国語コミュ
ニケーション能力育成のための日本型CEFRの開
発と妥当性の検証」の研究分担者である目白大学
教授・東京大学名誉教授の岡秀夫先生より、同科
研で作成されたPre-A 1 のディスクリプタ（能力
記述文）の妥当性を検証するよう依頼を受けた。
この記述文は当初高学年を対象に、語彙、表現、
聞くこと、話すことを中心としていた。筆者らは、
この検証の後、低学年から継続的に対応できる共
通参照レベル、文字の導入にも力を入れた評価表、
CLIL（内容言語統合学習）の導入、という ３ 件の
提案を盛り込んだ新たな表「JS Pre-A 1 ①・②・③」
注 １ ）を作成した。
　この表の作成にあたっては、筆者らが東京YMCA
において多数の日本人・ネイティブ教師と20年に
亘り改訂を重ね作成した「児童英語シラバス」、そ
のシラバスを基に10年間改訂を重ねて作った「私
立聖学院小学校の英語シラバスとCAN-DO リス
ト」、さらに筆者（藤原）が 7 年間担当している「世

田谷区立Y小学校 ５ ・ ６ 年生英語プログラム」の
実践を参考にした。このほか、文部科学省教材・
20種類以上の市販の児童英語教材・英語検定教材
などの精査・分析結果、私立小学校及び英語教室
の 5 ・ 6 年生の児童を対象に実施したCEFR準拠
Cambridge Young Learners English Tests 

（Starters, Movers, Flyers）のサンプルテスト結果
も考慮した。また、岡先生が提案されたCEFRの
５ つの技能（Speaking, Listening, Reading, Writing, 
Interaction）と「態度・意欲面」、筆者らが新たに
加えた文化、語彙例という項目を配置し、それぞ
れの項目についてレベル別にCAN-DO リストを示
した。「JS Pre-A 1 ①・②・③」（藤原・相羽、
2013）としてまとめ、これにCLILのトピック例を
添付し、上記科学研究費成果報告書資料として提
出した。

JS Pre-A 1①・②・③の表を使用するにあたって

　JS Pre-A 1 ①・②・③の表を使用する場合の留
意点について説明する。この表は縦方向には項目、
横方向にはレベルが並んでいる。表に明記された
ディスクリプタは、該当する項目、レベルの到達
目標を示している。また、これはCAN-DOリスト
としても使用できるように作成されている。ここ
で明記している到達目標へは、直線的ではなく、
緩やかな螺旋を描きながら到達することがのぞま
しい。児童が練習を重ね、英語が定着し、さらに
一歩先のレベルに進んでいくことを想定している
からである。以下項目ごとの表を見る際の注意点
をこれから説明していく。項目を横に見ていくと、
その項目の到達目標がレベルに応じて高度になっ
ていることが分かる。
1. Goal
　各レベルの総合的な到達目標を示している。音
声によるコミュニケーションを中心としているが、
文字の読み・書きの重要性も意識し、リテラシー

「JS Pre-A1 ①・②・③」の表の作成経緯と使用の
際の留意点：小学校英語 CAN-DO リスト

藤原　真知子・相羽　千州子
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教育も初期段階から取り入れた。また、児童英語
教育には歌は欠かせない要素の一つである。ここ
では、「しっかりと歌える」歌を数曲持つことを目
標とした。それは、児童がしっかり歌えることで
褒められる機会も増え英語に自信を持ち、英語へ
のモチベーション向上につながるからである。
2. Speaking、Listening、Reading、Writing 
　 ４ 技能別の到達目標として技能別の欄を設けた。
ここで注意したいのは、Speaking をInteraction １
と ２ の二項目に差別化してあることである。繰り
返し学習することにより、応答のみのInteraction 
2 か ら、 一 つ 上 の レ ベ ル で は 質 問 も で き る
Interaction 1 に到達する。つまり、Interaction 2 の
質問を指導者が繰り返し使用することより、児童
が、次第に質問を覚え言えるようになっていく過
程を重視している。たとえば、JS Pre-A 1 ①の
Interaction 2 では、“What food do you like?” に対
して“（I like）bananas.” と答えることができた児
童が、JS Pre-A 1 ②のInteraction 1 では質問もで
きるようにレベルアップする。このような段階的
な到達目標はJS Pre-A 1 ②・③でも同じように構
成されている。以下は各技能項目の留意点である。
１ ）Speaking-Interaction 1 & 2
　児童が答える際、指導者の助けを借りて言えた
場合も、目標に達したとみなす。たとえば教員が、
“What animal do you like ?” と質問し、児童が返答
できない場合、“I like dogs.”と誘導すると、児童が
“I like cats.”と言うことができれば良い。また、
“What day is it?”と指導者が聞き、続けて“Monday? 
Tuesday?”と誘導し、児童が“（It’s）Monday.”と言
える場合も同じである
２ ）Listening
　ListeningはSpeakingと密接に関わっているため、
単独で考えるのは難しいが、ここでは会話を伴わ
ないListeningのみに焦点をあてている。指導者の
ゲームなどの指示が理解できるか、質問や単語を
聞いて分かるか、Speaking欄に列挙されている英
語を聞いてわかるか、英語を聞いて絵などを選択

したり、並べたりできるかなどである。
３ ）Reading & Writing
　日本語と英語の文字の違いの差が大きいことも
あり、日本の児童は英語のアルファベットの習得
に時間を必要とする。そのため初期のレベル①か
ら文字を導入し、時間をかけて学ぶことが必要と
思われる。文字導入は英語嫌いにつながるとの指
摘もあるが、筆者らの長年の児童英語の指導経験
からはそのようには思えない。むしろ早い時期か
ら文字を導入することにより、児童は楽しみなが
ら時間をかけて文字と触れ合い学ぶ事ができる。
また、アルファベット導入の際、日本人は大文字
に慣れているので、大文字から練習することが良
いと思われる。小文字を書かせるときは、文字の
大きさなどを把握するために、線を意識して書か
せることも大切である。アルファベットをマスター
すると、単語がきれいに写せたり、ワークシート
に正確に書き込めるようになる。
　ここでは、Readingの項目の中にPhonicsを設け
た。フォニックスの学習は英語の音の理解を助け、
単語などを読み易くする。また、高頻度語を使用
したストーリーなどもリーディング力育成に役立
つ。児童のリテラシー教育は、児童の英語へのモ
チベーションを高め、自ら英語を読もう、書こう
とする姿勢を育成していく。
3. Enthusiasm & Attitude
　児童の態度・意欲をEnthusiasm & Attitudeとし
て加えたのは、児童が興味をもって積極的に英語
活動に参加しているか、楽しんでいるか、などを
知る上で大切なことである。また、歌やチャンツ
などを積極的に声に出して言ったり・歌ったりし
ているかで、児童が英語学習に興味を示している
かを見るためである。
4. Culture
　言語と文化は密接に関わっているので、外国語
を学習する際、異文化を理解することが必要とな
る。それと同時に、自国の文化・習慣などを積極
的に海外の人々に発信していくことも大切である。
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筆者らは長年、英語による日本文化紹介を取り入
れている。児童が自国の文化を紹介する時、生き
生きと自信を持って英語を話している様子を見る
と、日本文化の紹介は児童の英語のモチベーショ
ンを高める試みであると考えられる。
5. Vocabulary
　語彙は、授業で取り入れる教材・副教材によっ
て異なる。また、CLILなどを取り入れる場合も語
彙が内容により全く異なる。この語彙項目にはそ
れぞれの授業で取り入れた内容により、語彙を付
け加えるようになる。
6. その他
　JS Pre A- 1 ①・②・③はディスクリプタのとこ
ろに□があり、自己評価リストとしても使えるよ
うになっている。表中の□を到達度に応じて、塗
り足していけるようにすると、徐々に到達度が上
がってくるのも分かる。一度ではなく何度も評価
することができる。しかし、児童に自己評価表を
配布する際には、①・②・③を別々にし、見やす
い大きさの文字や学年に応じてひらがなを使うな
どの配慮が必要となる。また児童が記入し易いよ
うになどの配慮も必要である。低学年の児童は、
先生と一緒に書き込むことをお薦めする。児童は

「自己紹介ができる」などのおおまかな目標を示し
た項目には、答えることが困難であるので、ここ
では「名前が言える」、「年が言える」など、具体
的に表した。

まとめ

　JS Pre-A 1 ①・②・③は英語学習の開始期がい
つであっても対応できるように作成されている。
　小学校 １ 年生から ６ 年間英語を導入した場合、
小学校 １ ・ ２ 年生ではJS Pre-A 1 ①まで、小学校
３ ・ ４ 年生ではJS Pre-A 1 ②まで、小学校 ５ ・ ６
年生ではJS Pre-A 1 ③までの達成が可能となる。
また、小学校中学年から開始した場合は、 ３ ・ ４
年生でJS Pre-A 1 ①まで、小学校 ５ ・ ６ 年生でJS 
Pre-A 1 ②までとなる。この場合はJS Pre-A 1 ③ま

でのレベルに到達することは難しいであろう。小
学校 ４ 年生から英語を開始する場合は、JS Pre-A 1
①は ４ ・ ５ 年生で、JS Pre-A 1 ②は ５ ・ ６ 年にま
たがって進めるようになることもできる。小学校
高学年の ５ 年生から開始した場合、小学校 ５ 年生
でJS Pre-A 1 ①、 ６ 年生でJS Pre-A 1 ②まで達成
することが望ましい。現在の文部科学省の配布教
材である、『Hi, friends!』を使用した場合、意識的
にPre-A 1 ①・②のパターンを使い、インタラク
ションを行っていくことにより、JS Pre-A 1 ②ま
での達成は可能になるであろう。
　上記のように、開始時期や授業時間数などによ
り到達目標は異なるが、筆者らの考えでは、小学
校でJS Pre-A 1 ①②レベルまでの表現や文型をコ
ミュニケーションの中で使えるようにし、小学校
でアルファベットをマスターし、簡巣な単語・文
章の読み書きができれば、中学校では今より一歩
進んだ段階から始めることができ、その後の着実
な英語力向上につながるのではないであろうか。

注：
1 ）	 日本型CEFR（Pre-A 1 ）をここでは「JS Pre-A 1 」と

している。

引用文献：
藤原真知子, 相羽千州子（2013）「日本型CEFR（Pre-A 1 ）

①②③（藤原・相羽案）作成の経緯」『外国語コミュニケー
ション能力育成のための日本型CEFRの開発と妥当性の
検証』（平成22年度〜平成24年度科学研究費補助金基盤研
究（B）研究成果報告書、研究代表者　川成美香）pp.95-
103　明海大学

吉島茂他（編・訳）（2004）『外国語の学習、教授、評価の
ためのヨーロッパ共通参照枠』朝日出版社

（ふじわら・まちこ　聖学院大学 総合研究所 特任講師）
（あいば・ちずこ　東京電機大学 講師）
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物
ご
っ
こ
が
で
き
る
。
	
 

	
 □
曜
日
/
時
間
/
天
気
/
日
に
ち
が
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

ha
t d

ay
 is

 it
? I

t’s
 S

un
da

y. 
 

・
W

ha
t t

im
e 

is
 it

? I
t’s

 e
ig

ht
 th

ir
ty

. 
・

H
ow

 is
 th

e 
w

ea
th

er
? I

t’s
 s

un
ny

. 
・

W
ha

t’s
 th

e 
da

te
? I

t’s
 M

ay
 4

. 
□
誕
生
日
/
電
話
番
号
/
住
所
が
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

he
n 

is
 y

ou
r b

ir
th

da
y?

 (I
t’s

) A
pr

il 
2.

 
・

W
ha

t’s
 y

ou
r t

el
ep

ho
ne

 n
um

be
r/c

el
l p

ho
ne

 n
um

be
r?

 
・

(I
t’s

) 1
23

4-
56

78
.  

・
W

ha
t’s

 y
ou

r a
dd

re
ss

? (
It

’s)
 9

-9
-9

 A
sa

hi
, C

hi
yo

da
-k

u,
  

	
 
To

ky
o.

 
□
好
き
な
色
/
食
べ
物
/
動
物
/
ス
ポ
ー
ツ
/
科
目
が
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
	
 

	
 
	
 
れ
る
。
	
 

・
 W

ha
t c

ol
or

/fo
od

/a
ni

m
al

/s
po

rt
/s

ub
je

ct
 d

o 
yo

u 
lik

e？
 

 I
 li

ke
 re

d/
ba

na
na

s/
ca

ts
/b

as
eb

al
l/m

at
h .

  
□
こ
れ
/
あ
れ
は
あ
な
た
の
も
の
か
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
Is

 th
is

/th
at

 y
ou

r p
en

?  Y
es

, i
t i

s.
 /N

o,
 it

 is
n’

t. 
□
い
く
つ
持
っ
て
い
る
か
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
H

ow
 m

an
y 

pe
nc

ils
 d

o 
yo

u 
ha

ve
? I

 h
av

e 
th

re
e 

(p
en

ci
ls

).	
 
	
 

□
ど
こ
に
あ
る
か
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

he
re

 is
 th

e 
bo

ok
? I

t’s
 in

/o
n/

un
de

r t
he

 b
ag

. 
□
道
が
聞
け
る
・
案
内
が
で
き
る
。
	
 

・
 W

he
re

 is
 th

e 
pa

rk
? O

ve
r t

he
re

. /
G

o 
st

ra
ig

ht
. /

Tu
rn

 ri
gh

t. 
/T

ur
n 

le
ft.

 
□
写
真
を
見
な
が
ら
誰
か
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

ho
 is

 th
is

? (
It

’s)
 m

y 
da

d .
  

□
職
業
が
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
Is

 y
ou

r m
ot

he
r  a

 te
ac

he
r?

 Y
es

, s
he

 is
. /

N
o,

 s
he

 is
n’

t. 
 

	
 □
出
身
地
/
住
ん
で
い
る
場
所
/
交
通
手
段
に
つ
い
て
質
問
で
き
	
 

	
 
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

he
re

 a
re

 y
ou

 fr
om

? I
’m

 fr
om

 T
ok

yo
. 

・
W

he
re

 d
o 

yo
u 

liv
e?

 I 
liv

e 
in

 S
hi

bu
ya

. 
・

H
ow

 d
o 

yo
u 

co
m

e 
he

re
? B

y 
su

bw
ay

. 
□
兄
弟
/
好
き
な
こ
と
/
趣
味
/
就
き
た
い
仕
事
と
そ
の
理
由
に
つ
	
 

	
 
	
 
い
て
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
D

o 
yo

u 
ha

ve
 (a

ny
) b

ro
th

er
s 

or
 s

is
te

rs
? Y

es
. I

 h
av

e	
 
 

	
 
on

e 
si

st
er

./ 
N

o.
 (I

’m
 a

n)
 o

nl
y 

ch
ild

. 
・

W
ha

t d
o 

yo
u 

lik
e 

to
 d

o?
 I 

lik
e 

to
 s

in
g .

 
・

W
ha

t’s
 y

ou
r h

ob
by

? /
(W

ha
t a

re
 y

ou
r h

ob
bi

es
?)

 I 
lik

e 
 

  
pl

ay
in

g 
th

e 
pi

an
o .

 
・

W
ha

t d
o 

yo
u 

w
an

t t
o 

be
? I

 w
an

t t
o 

be
 a

 d
oc

to
r . 

・
W

hy
? B

ec
au

se
 I 

w
an

t t
o 

he
lp

 p
eo

pl
e .

 
□
好
き
な
教
科
/
学
年
/
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
	
 
	
 

	
 
れ
る
。
	
 

・
W

ha
t’s

 y
ou

r f
av

or
ite

 s
ub

je
ct

? I
 li

ke
 m

at
h.

 
・

W
ha

t g
ra

de
 a

re
 y

ou
 in

? I
’m

 in
 th

e 
fif

th
 g

ra
de

. 
・

W
ha

t c
lu

b 
ar

e 
yo

u 
in

? I
’m

 in
 th

e 
co

m
pu

te
r c

lu
b .

 
□
日
常
生
活
の
時
間
に
つ
い
て
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

ha
t t

im
e 

do
 y

ou
 g

et
 u

p/
ge

t t
o 

sc
ho

ol
/e

at
 lu

nc
h/

go
 to

 
  

be
d ?

 I 
ge

t u
p 

at
 s

ix
 th

ir
ty

. 
□
今
何
を
し
て
い
る
か
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

ha
t a

re
 y

ou
 d

oi
ng

? I
 a

m
/W

e 
ar

e 
cl

ea
ni

ng
.  

・
W

ha
t i

s 
he

/s
he

 d
oi

ng
? H

e/
Sh

e 
is

 s
in

gi
ng

.  
・

W
ha

t a
re

 th
ey

 d
oi

ng
? T

he
y 

ar
e 

da
nc

in
g .

 
□
家
族
や
友
達
の
好
き
な
も
の
/
好
き
な
こ
と
が
質
問
で
き
る
・
答
	
 

	
 
	
 
え
ら
れ
る
。
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・
M

ay
 I 

he
lp

 y
ou

? A
pp

le
s,

 p
le

as
e.

  
・

H
ow

 m
uc

h?
 T

w
o 

do
lla

rs
.  

□
ゲ
ー
ム
な
ど
で
の
表
現
が
使
え
る
。

 
・

Ar
e 

yo
u 

re
ad

y?
 Y

es
. /

N
ot

 y
et

. 
・

Sh
ow

 m
e,

 p
le

as
e.

 /H
in

t, 
pl

ea
se

. O
K

. 
 	
 	
 

・
Is

 y
ou

r f
ar

th
er

 a
 d

oc
to

r?
 Y

es
, h

e 
is

. /
N

o.
 H

e 
is

 a
 p

ilo
t. 

□
〜
が
で
き
る
か
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
Ca

n 
yo

u 
sk

i ?
 Y

es
, I

 ca
n.

 /N
o,

 I 
ca

n’
t. 

 
□
許
可
を
求
め
る
質
問
が
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
M

ay
 I 

go
 to

 th
e 

re
st

ro
om

? S
ur

e.
 

・
H

el
lo

. M
ay

 I 
sp

ea
k 

to
 J

im
? J

us
t a

 m
om

en
t, 

pl
ea

se
. 

□
準
備
は
で
き
た
か
/
終
っ
た
か
質
問
が
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
Ar

e 
yo

u 
re

ad
y/

fin
is

he
d?

 Y
es

, (
I a

m
). 

/N
o,

 (I
’m

 n
ot

). 
N

ot
 y

et
. 

□
別
れ
る
と
き
の
挨
拶
が
言
え
る
・
応
え
ら
れ
る
。
	
 

・
H

av
e 

a 
ni

ce
 d

ay
/w

ee
ke

nd
/h

ol
id

ay
/v

ac
at

io
n.

 T
ha

nk
 y

ou
. 

 
  

Yo
u,

 to
o.
	
 

	
 	
 

・
W

ha
t f

oo
d  

do
es

 y
ou

r m
ot

he
r l

ik
e?

 S
he

 li
ke

s 
pi

zz
a.

 
・

D
oe

s 
yo

ur
 m

ot
he

r  l
ik

e 
to

 p
la

y/
lik

e 
pl

ay
in

g 
te

nn
is

? 
 

  
Ye

s,
 s

he
 d

oe
s.

 /N
o,

 s
he

 d
oe

sn
’t.

 
□
1
0
0
0
ま
で
の
数
で
足
し
算
/
ひ
き
算
/
か
け
算
/
割
り
算
の
問
題
	
 

	
 
	
 
が
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

ha
t’s

 5
00

 p
lu

s/
m

in
us

/ti
m

es
/d

iv
id

ed
 b

y 
2?

 5
02

/4
98

/ 
 

  
10

00
/2

50
. 

□
こ
れ
/
あ
れ
/
そ
れ
は
だ
れ
の
も
の
か
の
質
問
に
、
私
の
/
あ
な
た
	
 

	
 
の
/
〜
の
と
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

ho
se

 h
at

 is
 th

is
/th

at
/it

? I
t’s

 m
in

e/
yo

ur
s/T

om
’s.

 
□
英
語
の
ス
ペ
リ
ン
グ
/
言
い
方
を
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
H

ow
 d

o 
yo

u 
sp

el
l p

en
ci

l ?
 P

-E
-N

-C
-I

-L
. 

・
H

ow
 d

o 
yo

u 
sa

y 
en

pi
ts

u 
in

 E
ng

lis
h?

 /W
ha

t’s
 e

np
its

u 
 

  
in

 E
ng

lis
h?

 P
en

ci
l.	
 

 
Sp

ea
ki

ng
: 

In
te

ra
ct

io
n2

 4)
 

＜
返
答
＞

 
           

	
 □
曜
日
/
時
間
/
天
気
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[W

ha
t d

ay
 is

 it
? ]
9
)
 (I

t’s
) S

un
da

y.
 

・
[W

ha
t t

im
e 

is
 it

?]
 (I

t’s
) s

ix
 o

’cl
oc

k.
 

・
[H

ow
 is

 th
e 

w
ea

th
er

? ]
 It

’s 
su

nn
y .

 
□
好
き
な
色
/
食
べ
物
/
動
物
/
ス
ポ
ー
ツ
の
質
問
に
答
え
ら
れ
	
 

	
 
	
 
る
。
	
 

・
[W

ha
t c

ol
or

/fo
od

/a
ni

m
al

/s
po

rt
 d

o 
yo

u 
lik

e?
] I

 li
ke

  
  

re
d/

ba
na

na
s/

ca
ts

/b
as

eb
al

l.  
□
こ
れ
は
〜
で
す
か
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[I

s 
th

is
 a

 b
oo

k ?
] Y

es
. /

N
o.

 
□
準
備
が
で
き
た
か
/
終
わ
っ
た
か
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
 [A

re
 y

ou
 re

ad
y?

] Y
es

. /
N

o.
 

・
 [A

re
 y

ou
 fi

ni
sh

ed
?]

 Y
es

. /
N

o.
 

□
指
示
を
聞
い
て
動
作
で
応
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[T

ou
ch

 y
ou

r h
ea

d .
] 

 自
分
の
頭
を
触
る
。

 
□
別
れ
る
と
き
の
挨
拶
に
応
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[H

av
e 

a 
ni

ce
 d

ay
.] 

Th
an

k 
yo

u.
 Y

ou
, t

oo
. 

	
 	
 

	
 

	
 	
 
	
 

	
 	
 	
 

	
 □
出
身
地
/
住
ん
で
い
る
場
所
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[W

he
re

 a
re

 y
ou

 fr
om

?]
 I’

m
 fr

om
 J

ap
an

. 
・

[W
he

re
 d

o 
yo

u 
liv

e?
] I

 li
ve

 in
 T

ok
yo

. 
□
兄
弟
/
将
来
の
職
業
/
学
年
/
好
き
な
こ
と
/
好
き
な
も
の
な
ど
の
質
問
	
 

	
 
	
 
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[D

o 
yo

u 
ha

ve
 a

ny
 b

ro
th

er
s 

or
 s

is
te

rs
?]

 Y
es

. I
 h

av
e	
 

 
	
 

on
e 

/a
 s

is
te

r . 
/N

o.
 

・
[W

ha
t d

o 
yo

u 
w

an
t t

o 
be

?]
 I 

w
an

t t
o 

be
 a

 d
oc

to
r . 

・
[W

ha
t g

ra
de

 a
re

 y
ou

 in
?]

 I’
m

 in
 th

e 
fif

th
 g

ra
de

. 
・

[W
ha

t d
o 

yo
u 

lik
e 

to
 d

o?
] I

 li
ke

 to
 c

oo
k .

 
・

[W
ha

t’s
 y

ou
r f

av
or

ite
 fo

od
?]

 I 
lik

e 
ic

e 
cr

ea
m

. 
□
何
時
に
起
き
る
か
/
寝
る
か
に
つ
い
て
質
問
で
き
る
・
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
W

ha
t t

im
e 

do
 y

ou
 g

et
 u

p 
/g

o 
to

 b
ed

? I
 g

et
 u

p/
go

 to
 b

ed
 a

t s
ix

  
  

th
ir

ty
.  

□
何
を
し
て
い
る
か
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[W

ha
t a

re
 y

ou
 d

oi
ng

?]
 I’

m
 co

ok
in

g .
  

□
こ
れ
/
あ
れ
/
そ
れ
は
だ
れ
の
も
の
か
の
質
問
に
、
私
/
あ
な
た
/
〜
の
も
	
 

	
 
の
と
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[W

ho
se

 h
at

 is
 th

is
/th

at
/it

?]
 It

’s 
m

in
e/

yo
ur

s/T
om

’s.
 

□
簡
単
な
足
し
算
/
ひ
き
算
/
か
け
算
/
割
り
算
の
問
題
を
聞
い
て
数
字
が
	
 

	
 
	
 
言
え
る
（
1
0
0
ま
で
の
数
）
。
	
 

・
[W

ha
t’s

 2
 p

lu
s 2

?]
 4

. [
W

ha
t’s

 4
 m

in
us

 1
?]

 3
. [

W
ha

t’s
 3

 ti
m

es
 

  
2 ?

] 6
. [

W
ha

t’s
 1

0 
di

vi
de

d 
by

 5
?]

 2
. 

  
  

  
  

  
  

□
レ
ス
ト
ラ
ン
で
注
文
が
で
き
る
。
	
 

・
[W

ha
t w

ou
ld

 y
ou

 li
ke

?]
 (I

’d
 li

ke
) s

pa
gh

et
ti,

 p
le

as
e.
3
4
)
 

 

	
 □
ど
う
し
た
の
で
す
か
と
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[W

ha
t’s

 w
ro

ng
/th

e 
m

at
te

r?
] I

 h
av

e 
a 

he
ad

ac
he

. /
 

  
Th

is
 ro

om
 is

 to
o 

ho
t!  

□
〜
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
の
質
問
に
簡
単
な
英
語
で
答
え
ら
れ
	
 

	
 
る
。
	
 

・
 [

W
ha

t d
o 

yo
u 

th
in

k 
of

 T
ok

yo
?]

 (I
 th

in
k 

it’
s)

 n
ic

e.
 

□
過
去
に
つ
い
て
の
質
問
に
い
く
つ
か
答
え
ら
れ
る
。
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

・
[W

ha
t d

id
 y

ou
 d

o 
ye

st
er

da
y?

] I
 p

la
ye

d 
te

nn
is

. 
・

[W
he

re
 d

id
 y

ou
 g

o?
] I

 w
en

t t
o 

As
ak

us
a.

 
・

[W
ha

t d
id

 y
ou

 h
av

e 
fo

r l
un

ch
?]

 I 
ha

d 
pi

zz
a.

 
□
家
族
や
友
達
の
職
業
/
一
日
の
行
動
な
ど
の
質
問
に
答
え
ら
れ
	
 

	
 
	
 
る
。
	
 
	
 

・
[W

ha
t d

oe
s 

yo
ur

 m
ot

he
r  d

o?
] S

he
 is

 a
 n

ur
se

. 
・

[W
ha

t t
im

e 
do

es
 K

en
ji  

ge
t t

o 
sc

ho
ol

?]
 （

H
e 

ge
ts

 to
  

  
sc

ho
ol
）

at
 e

ig
ht

 te
n.

 
□
こ
れ
ら
/
あ
れ
ら
は
誰
の
も
の
か
・
〜
が
あ
る
か
の
質
問
に
答

 
  
え
ら
れ
る
。

 
・

[W
ho

se
 b

oo
ks

 a
re

 th
es

e/
th

os
e/

th
ey

?]
 (T

he
y 

ar
e)

 m
in

e.
	
 
	
 

 
・

[I
s 

th
er

e 
a 

so
fa

 in
 th

e 
liv

in
g 

ro
om

?]
 Y

es
, (

th
er

e 
is

). 
  

  
  

 
/ N

o,
 (t

he
re

 is
n’

t).
 

・
[A

re
 th

er
e 

an
y 

cu
ps

 in
 th

e 
ki

tc
he

n?
] Y

es
, (

th
er

e 
ar

e)
. 

  
/N

o,
 (t

he
re

 a
re

n’
t).

 
□
〜
し
て
く
れ
ま
す
か
の
依
頼
に
応
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[W

ou
ld

/W
ill

 y
ou

 o
pe

n 
th

e 
w

in
do

w
?]

 S
ur

e.
	
 

□
驚
き
の
表
現
が
言
え
る
。
	
 
	
 

・
[H

er
e 

is
 a

 p
re

se
nt

 fo
r y

ou
. ] 

O
h,

 a
 h

at
. H

ow
 cu

te
! /

 
  

W
ha

t a
 b

ea
ut

ifu
l h

at
! 

 
□
時
間
が
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

・
[H

ow
 lo

ng
 d

oe
s 

it 
ta

ke
?]

 2
0 

m
in

ut
es
.
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Li

st
en

in
g 

 

	
 □
Pr

e A
1	
 
①
の

vo
ca

bu
la

ry
の
単
語
が
聞
い
て
わ
か
る
。
	
 

□
Pr

e A
1	
 
①
の

Sp
ea

ki
ng
の
英
語
が
聞
い
て
わ
か
る
。
	
 

□
指
示
に
従
っ
て
動
作
が
で
き
る
。
<
注
3
3
)
参
照
>
	
 

□
英
語
の
ヒ
ン
ト
や
短
い
会
話
を
聞
い
て
、
２
〜
３
個
の
絵
の
	
 

	
 
	
 
中
か
ら
適
切
な
絵
が
選
べ
る
。
	
 

	
 □
Pr

e A
1 
①
②
の

vo
ca

bu
la

ry
の
単
語
が
聞
い
て
わ
か
る
。
	
 

□
Pr

e A
1 
①
②
の

Sp
ea

ki
ng
の
英
語
が
聞
い
て
わ
か
る
。
	
 

□
ゲ
ー
ム
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
指
示
が
よ
く
わ
か
る
。
	
 

□
簡
単
な
物
語
や
会
話
を
聞
い
て
、
内
容
に
合
っ
た
絵
が
選
べ
る
。
	
 

	
 □
Pr

e A
1 
①
②
③
の

vo
ca

bu
la

ry
の
単
語
が
聞
い
て
わ
か
る
。
	
 

□
Pr

e A
1	
 
①
②
③
の

Sp
ea

ki
ng
の
英
語
が
聞
い
て
分
か
る
。
	
 

□
や
や
複
雑
な
指
示
が
聞
き
取
れ
る
。
	
 

□
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
、
順
番
に
絵
を
並
べ
ら
れ
る
/
選
べ
	
 

る
。
	
 

 
Re

ad
in

g 
 

	
 □
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
が
ラ
ン
ダ
ム
に
読
め
る
。
1
0
)
	
 

□
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
が
順
番
に
読
め
る
。
	
 

□
自
分
の
名
前
が
英
語
で
書
か
れ
た
名
札
が
探
せ
る
。
	
 

□
簡
単
な
単
語
が
先
生
と
一
緒
に
読
め
る
。
	
 

	
 
	
 

Ph
on

ic
s 

□
A-

Z 
の
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
チ
ャ
ン
ト
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
	
 

 
	
 
字
と
音
に
慣
れ
る
。
1
1
)
	
 

	
 
A-

/æ
/-a

pp
le

, B
-/b

/-b
an

an
a…

…
Z-

/z
/-z

eb
ra

 
□
頻
出
す
る
簡
単
な
単
語
の
始
め
の
文
字
を
選
べ
る
。
	
 

	
 □
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
が
ラ
ン
ダ
ム
に
読
め
る
。
	
 

□
頻
出
す
る
単
語
が
探
せ
る
・
読
め
る
。
	
 

□
短
い
文
が
先
生
と
一
緒
に
読
め
る
。
	
 

	
 	
 Ph
on

ic
s 

□
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
と
音
を
認
識
で
き
る
。
	
 

□
短
母
音
を
含
む
簡
単
な
短
い
単
語
が
読
め
る
。
	
 

	
 □
頻
出
す
る
単
語
や
、
３
〜
６
語
か
ら
な
る
簡
単
な
文
が
読
め
る
。
	
 

□
曜
日
・
１
２
ヶ
月
・
数
字
な
ど
の
単
語
が
書
い
て
あ
る
カ
ー
ド
	
 

	
 
を
順
番
に
並
べ
ら
れ
る
。
	
 

	
 	
 Ph
on

ic
s 

□
sh

, c
h 

,th
,で
始
ま
る
単
語
が
い
く
つ
か
言
え
る
・
読
め
る
。
	
 

	
 

□
長
母
音
を
含
む
簡
単
な
単
語
が
い
く
つ
か
読
め
る
。
	
 

	
 

 
W

ri
tin

g 
	
 □
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
が
書
け
る
。
1
2
)
	
 

□
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
が
見
て
書
け
る
。
	
 

□
自
分
の
名
前
が
書
け
る
。
	
 

□
簡
単
な
単
語
を
見
て
写
せ
る
。
	
 

	
 □
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
・
小
文
字
・
自
分
の
名
前
が
正
し
く
線
上
	
 

	
 
に
書
け
る
。
	
 
	
 

□
与
え
ら
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
３
〜
４
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
頻
出

す
る
簡
単
な
単
語
が
書
け
る
。
	
 

□
短
い
文
を
正
確
に
丁
寧
に
写
せ
る
。
	
 

	
 □
与
え
ら
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
を
並
べ
て
簡
単
な
単
語
	
 

	
 
が
書
け
る
。
	
 

□
与
え
ら
れ
た
単
語
を
並
べ
て
簡
単
な
文
が
書
け
る
。
	
 

□
例
文
を
部
分
的
に
入
れ
替
え
て
、
自
己
紹
介
文
や
簡
単
な
手
紙
	
 

	
 
な
ど
が
書
け
る
。
	
 

 En
th

us
ia

sm
 

&
 

At
tit

ud
e 

	
 □
楽
し
く
英
語
活
動
が
で
き
る
。
	
 

□
積
極
的
に
挨
拶
が
で
き
る
。
	
 

□
は
っ
き
り
と
英
語
を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
	
 

□
英
語
の
指
示
を
聞
い
て
、
積
極
的
に
行
動
で
き
る
。
	
 

□
積
極
的
に
チ
ャ
ン
ツ
が
言
え
る
・
歌
が
歌
え
る
。
	
 

	
 □
積
極
的
に
英
語
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
。
	
 

□
積
極
的
に
学
ん
だ
英
語
を
使
え
る
。
	
 

□
友
達
と
助
け
合
い
な
が
ら
、
積
極
的
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
。
	
 

□
積
極
的
に
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
や

AL
T
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
	
 

	
 	
 

	
 □
積
極
的
に
質
問
に
答
え
た
り
、
質
問
し
た
り
で
き
る
。
	
 

□
積
極
的
に
学
ん
だ
表
現
を
使
え
る
。
	
 

□
積
極
的
に
グ
ル
ー
プ
で
会
話
を
練
習
し
た
り
、
発
表
し
た
り
で
	
 

	
 
き
る
。
	
 

□
積
極
的
に
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
や

AL
T
と
話
そ
う
と
す
る
。
	
 

	
 

 
Cu

ltu
re

 
 

	
 □
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
外
国
の
行
事
な
ど
を
	
 

	
 
体
験
し
て
楽
し
む
。
1
3
)
	
 

□
ピ
ザ
や
キ
ム
チ
な
ど
、
な
じ
み
の
あ
る
食
べ
も
の
が
ど
こ
の
	
 

	
 
国
か
ら
き
た
か
わ
か
る
。
	
 

□
海
外
の
絵
本
/
歌
/
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
な
ど
に
親
し
む
。
1
4
)
	
 

□
福
笑
い
/
け
ん
玉
な
ど
日
本
の
遊
び
を
英
語
で
楽
し
む
。

 

	
 □
日
本
の
昔
話
や
、
海
外
の
物
語

3
5
)
を
英
語
で
聞
い
た
り
、
演
じ
た
り
す

る
。
	
 

□
世
界
地
図
を
広
げ
て
知
っ
て
い
る
国
・
都
市
・
大
陸
を
探
す
。
	
 

□
sh

ow
 a

nd
 te

ll3
6
)
で
日
本
独
特
の
も
の
や
海
外
の
も
の
を
紹
介
す
る
。
	
 

□
色
々
な
国
の
料
理
の
作
り
方
を
英
語
で
楽
し
む
。

 

	
 □
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
な
ど
の
外
国
の
文
化
の
概
略
を
理
解
す
	
 

	
 
る
。
5
4
)
	
 

□
海
外
の
人
々
の
暮
ら
し
を
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
発
表
す
る
。
	
 

□
日
本
の
文
化
や
習
慣
を
積
極
的
に
伝
え
る
。
	
 

 Vo
ca

bu
la

ry
5
)
 

    

	
 □
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
：

A-
Z	
 

□
数
：
1
-
3
0
	
 

□
色

1
5
)
	
 

□
曜
日

1
6
)
	
 

□
食
べ
物
/
飲
み
物

1
7
)
	
 

□
果
物
/
野
菜

1
8
）
	
 

□
ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ
1
9
)
	
 

□
天
気

2
0
)
	
 

	
 □
数
：
1
-
1
0
0
	
 

□
十
二
ヶ
月
・
季
節

3
7
)
	
 

□
序
数
	
 
3
8
)
	
 
	
 

□
教
科

3
9
)
	
 

□
場
所
	
 
4
0
)
	
 

□
日
本
の
食
べ
物

4
1
)
	
 

□
前
置
詞
Ⅰ
4
2
)
	
 

□
天
体

4
3
)
	
 

	
 
  
□
数
：
1
-
1
0
0
0
	
 

□
ク
ラ
ブ
名

5
5
)
	
 
	
 

□
趣
味

5
6
)
	
 
	
 

□
病
気

5
7
)
	
 

□
前
置
詞
Ⅱ
5
8
)
	
 

□
職
業
Ⅱ
5
9
)
	
 

□
部
屋
名

6
0
)
	
 

□
身
の
回
り
の
物
Ⅲ
6
1
)
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□
形
Ⅰ
2
1
)
	
 

□
家
族
Ⅰ
2
2
)
	
 

□
形
容
詞
Ⅰ
2
3
)
	
 

□
体
Ⅰ
2
4
)
	
 

□
衣
服
な
ど
Ⅰ
2
5
)
	
 

□
生
き
物
Ⅰ
2
6
)
	
 

□
自
然

2
7
)
	
 

□
職
業
Ⅰ
2
8
)
	
 

□
身
の
回
り
の
物
Ⅰ
2
9
)
	
 

□
お
も
ち
ゃ
/
乗
り
物

3
0
)
	
 
	
 

□
動
作

3
1
)
	
 
	
 

□
H

al
lo

w
ee

n・
Ch

ri
st

m
as
3
2
)
	
 

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
	
 

＊
教
室
で
の
指
示

3
3
)
	
 

□
ス
ポ
ー
ツ
Ⅱ
4
4
)
	
 

□
形
Ⅱ
4
5
)
	
 

□
家
族
Ⅱ
4
6
)
	
 

□
形
容
詞
Ⅱ
4
7
)
	
 

□
体
Ⅱ
4
8
)
	
 

□
衣
服
な
ど
Ⅱ
4
9
)
	
 

□
生
き
物
Ⅱ
5
0
)
	
 
	
 

□
身
の
回
り
の
物
Ⅱ
5
1
)
	
 

□
一
日
の
行
動

5
2
)
	
 

□
世
界
の
国
々
Ⅰ
5
3
)
	
 
	
 

	
 

□
世
界
の
国
々
Ⅱ
6
2
)
	
 
	
 

  

★
 
語
彙
は
扱
う
教
材
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
下
の
リ
ス
ト
は
参
考
語
彙
と
な
り
ま
す
。

 
★

 
１
）
授
業
で
取
り
入
れ
る
歌
・
ゲ
ー
ム
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
内
容
に
応
じ
た
表
現
・
語
彙
が
上
記
に
加
わ
り
ま
す
。

 
★

 
２
）
教
科
横
断
型
指
導

(C
LI

L)
を
取
り
入
れ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
た
表
現
・
語
彙
が
上
記
に
加
わ
り
ま
す
。

 
 

 
 

   
注

  
1)
こ
の
表
は

Pr
e A

1①
を
、
小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
い
ず
れ
の
時
期
か
ら
始
め
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
2)

 
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
先
生
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
児
童
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
児
童
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布
す
る
場
合
は
、
①
・
②
・
③
を
分
け
て
も

っ
と
記
入
し
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
3)
こ
こ
で
の

in
te

ra
ct

io
n 

1
は
質
問
が
で
き
る
・
質
問
に
答
え
ら
れ
る
・
対
話
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

 
4)
こ
こ
で
の

in
te

ra
ct

io
n 

2
は
、
質
問
が
わ
か
る
・
質
問
に
答
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
時
に
は
絵
を
見
た
り
、
単
語
を
与
え
ら
れ
た
り
す
る
と
答
え
ら
れ
る
こ
と
も
含
み
ま
す
。

 
5)
こ
こ
に
出
て
く
る
語
彙
は
ス
テ
ッ
プ
①
・
②
・
③
で
繰
り
返
し
使
用
し
ま
す
。
絵
カ
ー
ド
な
ど
を
使
っ
て
語
彙
練
習
を
す
る
も
の
も
含
み
ま
す
。

 
6)
環
境
、
状
況
、
学
年
な
ど
に
よ
り
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 
7)
下
線
部
は
単
語
を
入
れ
替
え
る
部
分
を
示
し
て
い
ま
す
。

 
8)

(	
 
)は
省
略
可
能
な
部
分
を
示
し
て
い
ま
す
。

 
9)

[	
 
]は
先
生
に
よ
る
質
問
を
示
し
て
い
ま
す
。

 
10

)日
本
人
は
大
文
字
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
大
文
字
か
ら
読
む
練
習
を
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
日
本
語
の
文
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
違
い
が
大
き
い
の
で
、
早
い

 
  

 時
期
か
ら

AB
C
の
歌
で
順
番
を
覚
え
た
り
、
絵
の
中
に
隠
れ
て
い
る
文
字
を
探
し
た
り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
線
を
結
ぶ

 d
ot

 to
 d

ot
 a

lp
ha

be
tや
単
語
を
探
す

w
or

d 
se

ar
ch

 p
uz

zl
e 

  
 な
ど
を
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
文
字
に
慣
れ
て
い
く
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

 
11

)フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
チ
ャ
ン
ト
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
の
読
み
方
と
文
字
の
音
を
学
び
ま
す
。

 
12

)な
ぞ
っ
て
書
く
こ
と
か
ら
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
正
し
い
書
き
順
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

 
13

)担
当
の

AL
T
や
ゲ
ス
ト
の
出
身
国
の
ト
ピ
ッ
ク
を
選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

 
14

)絵
本
の
例
：

Br
ow

n 
Be

ar
, B

ro
w

n 
Be

ar
, W

ha
t D

o Y
ou

 S
ee

?, 
Li

tt
le

 R
ed

 H
en

’s 
Ca

ke
, T

he
 T

hr
ee

 L
itt

le
 P

ig
s, 

et
c. 
歌

/マ
ザ
ー
グ
ー
ズ
の
例
：

AB
C 

So
ng

, H
ea

d 
Sh

ou
ld

er
s 

  
K

ne
es

 a
nd

 T
oe

s , 
Ba

a 
Ba

a 
Bl

ac
k 

Sh
ee

p,
 H

ic
ko

ry
 D

ic
ko

ry
 D

oc
k,

 M
ar

y 
H

ad
 a

 L
itt

le
 L

am
b,

 e
tc

.	
 
絵
本
、
歌
、
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
は
ど
れ
を
選
択
す
る
か
に
よ
り
、
語
彙
は

異
な
り
ま
す
。

 
15

) r
ed

, b
lu

e,
 y

el
lo

w,
 p

in
k,

 g
re

en
, b

ro
w

n,
 o

ra
ng

e,
 p

ur
pl

e,
 b

la
ck

, w
hi

te
, g

ra
y 

 
16

) S
un

da
y, 

M
on

da
y, 

Tu
es

da
y, 

W
ed

ne
sd

ay
, T

hu
rs

da
y, 

Fr
id

ay
, S

at
ur

da
y 

17
) h

am
bu

rg
er

, h
ot

 d
og

, F
re

nc
h 

fr
ie

s,
 s

te
ak

, f
is

h,
 m

ea
t, 

sp
ag

he
tt

i, 
pi

zz
a,

 s
au

sa
ge

, f
ri

ed
 ch

ic
ke

n,
 s

an
dw

ic
h,

 b
re

ad
, r

ic
e,

 n
oo

dl
es

, e
gg

, c
he

es
e,

 s
al

ad
, t

un
a ,
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oc
to

pu
s,

 cu
rr

y, 
om

el
et

, c
oo

ki
e,

 ic
e 

cr
ea

m
, c

ak
e,

 y
og

ur
t, 

ch
oc

ol
at

e,
 d

ou
gh

nu
t, 

ca
nd

y, 
pu

dd
in

g,
 ja

m
, m

ilk
, j

ui
ce

, t
ea

, s
od

a,
 w

at
er

, c
of

fe
e,

 e
tc

. 
 

18
) f

ru
it,

 v
eg

et
ab

le
, a

pp
le

, b
an

an
a,

 s
tr

aw
be

rr
ie

s,
 ch

er
ri

es
, g

ra
pe

s,
 m

el
on

, p
ea

ch
, k

iw
i f

ru
it,

 le
m

on
, p

in
ea

pp
le

, o
ra

ng
e,

 w
at

er
m

el
on

, p
ot

at
o,

 to
m

at
o,

 o
ni

on
, 

 
  

  
ca

rr
ot

, c
uc

um
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